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IPv6の導入度合い： 経路から 
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This graph shows the percentage of networks (ASes) that announce an IPv6 prefix for a specified list of countries or groups of countries 

グラフは，RIPE-NCC のデータ，Web（http://v6asns.ripe.net/v/6）より 
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IPv6の導入度合い： 経路から 
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グラフは，RIPE-NCC のデータ，Web（http://v6asns.ripe.net/v/6）より 
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アジア各国におけるIPv6の状況 
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Asia Pacific IPv6 Task Force  の情報から 
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オーストラリア 
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オーストラリア 1/2 

l 各州，連邦政府のITシステムのIPv6対応計画 
– 2012年末までに，IPv6を導入 

• AGIMO Guidelines for Federal Government 
– AGIMO: Australian Government Information 

Management Office 
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http://www.mrp.net/ipv6_survey/ 
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オーストラリア 2/2 

l キャリア，ISPのサービスのIPv6対応は，着実に進展中 
–  Internode 

• Native IPv6 サービス提供中（コンシューマ，エンター
プライズ）．コンシューマ新規顧客には，IPv6をディ
フォルトでON. 

– Telstra 
• ファイバユーザにネイティブIPv6を提供中． 
• ビジネス顧客には，OPT-INでIPv6を提供 

– 小規模プロバイダはIPv6トンネルを利用してサービス提
供（数は増加中）  
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ニュージーランド 
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ニュージーランド 

l ISP等のIPv6対応は，着実に進行中 
– 1/3以上のISPがIPv6対応．ビジネスの規模によらず，

IPv6接続性を購入可能 
• コンシューマ系は遅れている． 

– ニュージーランドでアクセスの多い Web トップ5のうち，
4つがIPv6でアクセス可能 

– 政府系，ISP対応が進んでいる一方，健康系，金融系,
教育系の対応は遅れている． 
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台湾 
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台湾 

l 10の商用ISPがIPv6バックボーンを構築済 
l 主要ISPで，2007年よりIPv6トンネルサービスを提

供中 
l HiNet が，2011年よりIPv6/IPv4デュアルスタック

サービスを提供中 
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香港 
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香港 

l ほとんどのISPがIPv6トランジットサービスを提供可能 
l 6つのビジネスユーザ向けISPが，限定的ながらIPv6

サービスを提供 
l コンシューマ向けブロードバンド提供ISP:商用提供無し

（だが，トライアルを実施中） 
l モバイル系：IPv6をテスト中 
l コンテンツ/DC/Webホスティングサービス提供者：IPv6

の重要性を認識しはじめた．2ホスティング会社がIPv6
を提供． 

l 政府系：IPv6導入テスト中 
– ほとんどのWebサーバはIPv6 Ready. 

l 教育系： すべての大学がIPv6導入済みだが，サーバ
の対応等を実施中． 
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2012.11月現在 
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ベトナム，タイ 
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その他 

ベトナム 
l 主要ISPは，IPv6アドレスを取得，IPv6導入プラン

を検討中． 
l 2つのプロバイダが IPv6サービス提供準備中（専

用線，DNS,ホスティング等）– 
l Vietel が３G でのIPv6サービステストを実施 
タイ 
l Thai e-Gov: 2015年までに政府系システムをIPv6

対応に． 
l 携帯系（３G ）等もテスト進行中（イベントでデモを実

施） 
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その他の地域におけるIPv6の状況 
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RIPE地域 

l IPv6 RIPEness 
– http://ipv6ripeness.ripe.net/ 

•  IPv6 アドレス割り振り，経路
情報，IPv6割当情報登録，逆
引き設定状況から各国をレイ
ティング 
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2011年4月28日 

2013年1月25日 
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世界的なIPv6の普及状況概略 

19	




Copyright(c) 2013 日本電信電話株式会社	


IPv6の普及状況 

l http://6lab.cisco.com/stats/ 
– 各国のIPv6普及状況 

• Prefix広告の割合（IPv4比） 
•  IPv6対応トランジットASの割合（IPv4比） 
• 各国ごとの Alexa アクセスランキングサイトのIPv6対

応率 
• ユーザのIPv6対応率 
を表示． 
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IPv6の普及状況 

l http://6lab.cisco.com/stats/ 
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Cisco Stats: 表示例 
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Cisco stats: コンテンツの対応 
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Cisco Stats: ユーザ率 
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IPv6の普及状況 

l http://6lab.cisco.com/stats/ 
– 各国のIPv6普及状況 

• Prefix広告の割合（IPv4比） 
•  IPv6対応トランジットASの割合（IPv4比） 
• 各国ごとの Alexa アクセスランキングサイトのIPv6対

応率 
• ユーザのIPv6対応率 
を表示． 

25	




Copyright(c) 2013 日本電信電話株式会社	


最後に 

l IPv6の導入は着実に進んでいる 
– 各国ごとの差は大きいが，コンシューマにIPv6をサービ

スしている国も徐々に増えてきた． 
l 対応の割合としては日本はトップクラス 

– 一般ユーザへの更なる浸透が必要． 
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